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原
小
学
校
秋
季
大
運
動
会
（
10
月
１
日
）

雨
天
で
運
動
会
が
１
日
順
延
と
な
っ
た
原
小
学
校
で
は
、
教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
が
早
朝
か
ら
校
庭
を
整
備
し
運
動
会
を
開
催
。
そ
の
中
で
、
児
童
た
ち

の
大
き
な
声
や
力
強
い
演
奏
が
山
々
に
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

平成18年度“町の決算”………………………………………２

自然素材の和紙“水鳴”………………………………………７

キラリ★みのぶ ……………………………………………… 20

特
　
集

人口と世帯
平成19年10月１日現在
（ ）内前月比

人口
16,086人
（-15） 男

7,676人
（-8） 女

8,410人
（-7） 世帯

6,269世帯
（+2）

原小学校4・5・6年生児童による「マーチング2007～ブラジル」
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　平成18 　年度　　町 の 決 算 　町 の 決 算 

平
成
18
年
度
の
身
延
町
一
般
会
計
と
21
の

特
別
会
計
の
決
算
が
、
９
月
定
例
議
会
で
慎

重
に
審
議
さ
れ
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
決
算
は
、
合
併
か
ら
２
年
目
の
決
算
で

あ
り
、
町
で
は
、「
安
ら
ぎ
と
活
力
あ
る
ひ

ら
か
れ
た
ま
ち
」
を
将
来
像
と
し
て
第
一
次

総
合
計
画
を
策
定
す
る
な
ど
、
地
域
協
働
で

つ
く
る
身
延
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。歳

入
１
１
８
億
６
３
１
０
万
円
か
ら
歳
出

１
１
１
億
７
１
６
４
万
円
を
差
し
引
く
と
６

億
９
１
４
６
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た

（
う
ち
翌
年
度
へ
の
繰
越
明
許
費
が
８
４
３

３
万
円
で
実
質
的
な
黒
字
は
６
億
７
１
３
万

円
で
し
た
）。

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
昨
年
と
比
べ
歳
入
全
体
で
は

11
億
３
５
８
９
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
要
因
と
し
て
は
、
地
方
税
に
お
い
て
製

造
業
の
業
績
が
上
向
い
た
こ
と
に
よ
り
約
３

０
０
０
万
円
の
増
、
身
延
北
小
建
設
や
下
部

奥
の
湯
温
泉
送
湯
事
業
等
の
普
通
建
設
事
業

に
伴
い
、
町
債
は
約
５
億
７
１
９
０
万
円
の

増
、
繰
入
金
約
３
億
６
６
１
４
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
「
三
位
一
体
の

改
革
」
の
影
響
に
よ
り
実
質
的
に
は
国
庫
支

出
金
は
約
８
７
０
０
万
円
の
減
、
県
支
出
金

も
約
４
７
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

町税 
14億7,773万円 
12.5％ 

分担金及び負担金 
2億1,177万円   1.8％ 

使用料及び手数料 
1億1,078万円   0.9％ 

財産収入 
1,129万円   0.1％ 

寄付金 
2,435万円   0.2％ 

繰入金 
6億2,170万円 
5.2％ 

諸収入 
4億6,554万円 
3.9％ 

地方譲与税等 
5億4,046万円 
4.5％ 

分担金及び負担金 
2億1,177万円   1.8％ 

使用料及び手数料 
1億1,078万円   0.9％ 

財産収入 
1,129万円   0.1％ 

寄付金 
2,435万円   0.2％ 

繰越金 
9億2,045万円 
7.8％ 

繰入金 
6億2,170万円 
5.2％ 

諸収入 
4億6,554万円 
3.9％ 

地方譲与税等 
5億4,046万円 
4.5％ 

地方交付税 
47億6,311万円 
40.2％ 

町債 
17億5,400万円 
14.8％ 

自主財源 
38億4,361万円 
32.4％ 

依存財源 
80億1,949万円 
67.6％ 

国庫支出金 
4億6,156万円 
3.9％ 

県支出金 
5億36万円 
4.2％ 

決
算
の
概
要

一
般
会
計
の
収
支

一
般
会
計
の
歳
入
の
特
徴

歳　入　118億6,310万円

合
併
か
ら
２
年
目
、

教
育
と
観
光
に
重
点
を
置
く

合
併
か
ら
２
年
目
、

教
育
と
観
光
に
重
点
を
置
く

●総務費

下部奥の湯温泉送湯事業 2億2,168万円

●民生費

身延福祉センター建設事業 2,025万円

●農林水産業費

農業用施設整備事業 2,731万円

●商工費

本栖湖トイレ整備事業 3,322万円

●土木費

新町町図作成事業 4,830万円

町道維持工事 6,651万円

町道改良舗装工事 2億3,348万円

町営住宅柿島団地建設事業 2,565万円

●消防費

耐震性防火水槽整備事業 3,123万円

●教育費

身延北小学校建設事業 11億6,939万円

●県営事業負担金

中山間地域総合整備事業負担金 4,520万円

広域基幹林道三石山線開設負担金 4,500万円

平成18年度の主な普通建設事業
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平成　平成18年度　　町町 の 決 算 平成18年度　　町
議会費 

9,105万円　0.8％ 

総務費 
17億4,738万円 
15.7％ 

民生費 
18億6,220万円 
16.7％ 

衛生費 
9億8,653万円 
8.8％ 土木費 

9億 
9,665万円 
8.9％ 

労働費 
2,307万円 
0.2％ 

農林水産業費 
3億4,510万円   3.1％ 

商工費 
1億6,230万円   1.5％ 

消防費 
1億4,206万円 
 1.3％ 

教育費 
23億644万円 
20.6％ 

公債費 
18億7,893万円 
16.8％ 

諸支出金 
6億2,993万円   5.6％ 

歳　出　111億7,164万円

昨
年
度
と
比
較
し
、
議
会
費
に
つ
い
て
は

合
併
後
の
定
員
削
減
に
伴
い
約
３
０
７
４
万

円
の
減
、
民
生
費
に
つ
い
て
は
扶
助
費
の
減

に
伴
い
約
１
億
４
４
７
８
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
が
、
総
務
費
で
は
下
部
奥
の
湯
温
泉

送
湯
事
業
等
に
よ
り
約
１
億
３
４
６
７
万
円

の
増
、
教
育
費
に
つ
い
て
は
、
身
延
北
小
建

設
事
業
等
に
よ
り
約
５
億
３
９
１
６
万
円
の

増
、
土
木
費
に
つ
い
て
は
道
路
改
良
事
業
や

下
水
道
事
業
へ
の
繰
出
金
に
よ
り
約
１
億
４

０
５
２
万
円
の
増
、
諸
支
出
金
に
つ
い
て
は

新
規
基
金
（
教
育
施
設
整
備
基
金
）
の
積
立

に
よ
り
約
３
億
８
２
４
２
万
円
の
増
と
な

り
、
歳
出
全
体
で
は
13
億
６
４
８
８
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

本
町
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
過
疎
化
が

進
ん
で
い
る
中
で
、
引
き
続
き
厳
し
い
財
政

状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
歳
入
に
お
い
て
は
、

地
方
交
付
税
（
40
・
２
％
）
に
依
存
し
て
い

る
た
め
、
引
き
続
き
経
常
経
費
の
削
減
に
努

め
、
今
後
、
国
か
ら
の
税
源
移
譲
に
伴
い
、

町
税
等
の
徴
収
率
向
上
に
努
力
し
、
自
主
財

源
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

一
般
会
計
の
支
出
の
特
徴

一
層
の
引
き
締
め
が
必
要

一般会 計・ 特別会計の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単 位： 円） 
会 計  名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 

一  般  会  計 11,863,098,574 691,460,324 
特  別  会  計 8,896,699,058 8,760,688,188 

11,171,638,250
136,010,870 

国 民 健 康 保  険 2,043,280,123 1,966,751,794 76,528,329 

老 人 保  健 2,828,312,041 2,808,719,828 19,592,213 

介 護 保  険 1,598,841,052 1,573,564,827 25,276,225 

介 護 サ ー ビ ス 事  業 29,889,437 29,612,634 276,803 

簡 易 水 道 事  業 1,011,900,765 1,008,263,410 3,637,355 

農 業 集 落 排 水 事 業  等 67,682,713 67,682,713 0 

下 水 道 事  業 1,256,573,914 1,248,123,794 8,450,120 

青 少 年 自 然 の  里 39,994,386 39,994,386 0 

下 部 奥 の 湯 温 泉 事  業 14,641,200 14,641,200 0 

大八坂及び川尻並びに山之神外十五山恩賜林保護財産 区 592,662 565,311 27,351 

広 野 村上 外九 山 恩賜林保 護 財 産 区 1,169,701 1,089,324 80,377 

第一日影みそね沢恩賜林保護財産 区 218,493 72,118 146,375 

第二日影みそね沢及び石原外二山恩賜林保護財産  区 325,384 158,818 166,566 

大久保外七山恩賜林保護財産  区 484,172 94,329 389,843 

仙 王 外 五 山 恩 賜 林 保 護 財 産  区 324,210 228,147 96,063 

姥草里外七山恩賜林保護財産  区 821,003 514,628 306,375 

入ヶ岳外二山恩賜林保護財産  区 686,738 220,628 466,110 

西 嶋 財 産  区 411,324 137,299 274,025 

曙 財 産  区 189,320 0 189,320 

大 河 内 地 区 財 産  区 184,656 137,000 47,656 

下 山 地 区 財 産  区 175,764 116,000 59,764 

合 計 20,759,797,632 19,932,326,438 827,471,194 
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町民一人当たりでは･･･ 平成19年3月31日現在の住民基本台帳人口16,264人で算出（前年度比▲373人）

納めていただいた町税 
90,85 9  円 （前年度 比  3,82 2  円） 

１   固定資産 税  44,79 3  円 
（前年度 比  46 0  円） 

２   町民 税  37,68 6  円 
（前年度 比  3,00 8  円） 

３   町たばこ 税  5,22 9  円 
（前年度 比  17 5  円） 

４   軽自動車 税  1,83 6  円 
（前年度 比  8 8  円） 

５   入湯 税  1,31 1  円 
（前年度 比  9 1  円） 

６   特別土地保有 税  4  円 
（前年度 比  0  円） 

使われたお金 
686,89 5  円 （前年度 比  97,43 9  円） 

１   教育 費  141,81 3  円 
（前年度 比  35,58 7  円） 
学校建設 、 学校教育 、 社会教 
育のために 

２   公債 費  115,52 7  円 
（前年度 比  23,77 5  円） 
町の借金返済のために 

３  民生 費  114,49 8  円 
（前年度比 ▲  6,13 5  円） 
子どもや高齢者対策な ど の 
福祉のために 

６   衛生 費  60,658円 
（前年度 比  3,324円） 
保健衛生 、 ごみ対策な ど の 
ために 

４   総務 費  107,43 9  円 
（前年度 比  10,50 4  円） 
選挙 、 戸籍 、 徴税 、 町の庁舎 
管理な ど のために 

５  土木 費  61,28 0  円 
（前年度 比  9,82 0  円） 

道路や公園 、 住宅な ど の整 
備のために 

８    農林水産業 費  21,21 9  円 
（前年度比 ▲  1,07 7  円） 
農林業の振興のために 

７   諸支出 金  38,73 1  円 
（前年度 比  23,85 4  円） 
基金な ど への積立のために 

９   商工 費  9,97 9  円 
（前年度 比  1,29 1  円） 

商工業 、 観光振興のために 

町
の
決
算
は
、
１
年
間
の
資

金
の
出
入
り
（
歳
入
歳
出
）
を

示
す
方
法
の
た
め
、
そ
の
年
度

に
よ
る
収
支
は
明
確
に
な
り
ま

す
が
、
町
の
資
産
や
負
債
に
関

す
る
内
容
が
明
ら
か
に
な
ら
な

い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
町
で
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
、
よ
り
分
か
り
や
す
く

財
政
状
況
を
説
明
す
る
た
め
、

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
昨
年
度
か

ら
作
成
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、

民
間
企
業
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

と
は
異
な
り
、「
資
本
」
の
概
念

が
あ
り
ま
せ
ん
。
民
間
で
い
う

「
資
本
」
は
、
自
治
体
で
は
「
正

味
資
産
」
と
表
現
し
、
今
ま
で

の
世
代
が
負
担
し
た
金
額
と
し

て
捉
え
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
町
の
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
は
、
年
度
末
に
お
け

る
町
の
資
産
（
財
産
）、
負
債

（
将
来
の
世
代
の
負
担
）、
そ
の

差
額
で
あ
る
正
味
資
産
（
今
ま

で
の
世
代
に
よ
る
負
担
）
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
対
象
会

計
は
、
普
通
会
計
（
一
般
会

計
＋
青
少
年
自
然
の
里
特
別
会

計
）
で
、
国
民
健
康
保
険
や
簡

易
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
な

ど
の
特
別
会
計
は
含
み
ま
せ
ん
。

●
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
の

基
礎
数
値
は
、
昭
和
44
年
度
か

ら
平
成
18
年
度
ま
で
の
地
方
財

政
状
況
調
査
（
決
算
統
計
）
の

デ
ー
タ
を
基
礎
に
、
総
務
省
の

統
一
基
準
に
よ
っ
て
作
成
し
ま

し
た
。

町の財政状況 

バランスシートを公開します 
町の財政状況 

バランスシートを公開します 
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は

借　　　方 貸　　　方 

負　　　債 
（地方債、退職給与引当金等） 

正味資産 
（国庫支出金、県支出金、一般財源） 

資　　　産 
（土地、建物、基金、現金等） 

資
金
を
ど
の
よ
う 

に
調
達
し
た
か
？ 

資
金
を
何
に 

使
っ
た
か
？ 

バランスシートの見方 
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平成18年度　身延町のバランスシート　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
借　　　方 貸　　　方 

【資産の部】 【負債の部】 
１ ． 有形固定資産 １ ． 固定負債 
（１ ） 総　務　費 （庁舎など） 5,302,216 （１ ） 地　方　債 10,713,144 
（２ ） 民　生　費 （保育所など） 1,257,295 
（３ ） 衛　生　費 （福祉保健センターなど） 539,325 （２ ） 債務負担行為 
（４ ） 労　働　費 226,819 　①物件の購入等 0 
（５ ） 農林水産業費 （農 道  ･  用水 路 ･  林道など） 3,633,021 　②債務保証又は損失補償 0 
（６ ） 商　工　費 （駐車場など） 473,878 　　債務負担行為　計 0 
（７ ） 土　木　費 （町 道  ･  橋梁など） 9,570,815 
（８ ） 消　防　費 （防火水 槽  ･  消防自動車など） 498,595 （３ ） 退職給与引当金 2,206,639 
（９ ） 教　育　費 （ 小  ･  中学校 、 文化施設など） 11,567,328 
（10 ） そ　の　他 22,023 （４ ） そ　の　他 0 
　　　　    計 33,091,315 
　 　 （うち土地） 3,492,043 固定負債合計 1 2 , 9 19 , 7 8 3 
有形固定資産合計 3 3 , 0 91 , 3 1 5 

２ ． 投　資　等 ２ ． 流動負債 
（１ ） 投資及び出資金 （山梨県信用保証協会など） 

（地域福祉基金など） 

330,640 
（２ ） 貸　付　 金 36,858 （１ ） 翌年度償還予定額 1,397,830 
（３ ） 基　　　 金 
　①特定目的基金 2,248,562 （２ ） 翌年度繰上充用金 0 
　②土地開発基金 350,825 
　③定額運用基金 0 （３ ） その他 0 
　　 基　金　  計 2,599,387 

流動負債合計 1,397,83 0 投資等合計 2,966,88 5 
３ ． 流動資産 

負債合計 1 4 , 3 17 , 6 1 3 （１ ） 現 金・ 預金 
　①財政調整基金 1,059,193 

【正味資産の部】 　②減債基金 723,672 
１ ． 国庫支出金 4,495,39 2 　③歳計現金 691,460 

　　現 金・ 預金　計 2,474,325 
２ ． 都道府県支出金 2,974,88 9 （２ ） 未　収　金 

　①地方税 417,431 
３ ． 一般財源 1 7 , 1 82 , 4 6 8 　②その他 20,406 

　　未収金　計 437,837 
正味資産合計 2 4 , 6 52 , 7 4 9 流動資産合計 2,912,16 2 

　資　産　合　計 3 8 , 9 70 , 3 6 2 負 債・ 正味資産合計 3 8 , 9 70 , 3 6 2 

※債務負担行為に関する情報　①物件の購入等に係るもの　　　　　　　　 0千円
②債務保証及び損失補償に係るもの　　　　 0千円　
③利子補給等に係るもの　　　　　　 12,807千円

○【資産の部】･･･一会計年度を越えて地方公共団体の経営資源として用い
られると見込まれるものです。
○有形固定資産･･･これまでに取得した土地や整備した道路・施設等のこと
で、「総務費」などの行政目的別に区分して表示します。昭和44年度以
降の決算統計上の普通建設事業費（庁舎、道路・橋梁、学校等の建設事
業に要する投資的経費）の累計をもって取得原価とし、土地以外の有形
固定資産は庁舎、道路等の区分毎に設定された耐用年数により定額法に
よる減価償却を用い算出します。
○投資及び出資金･･･自治体に関係する団体等への出資金及び出捐金です。
○貸付金･･･修学資金などの貸付残高です。
○基金･･･特定の目的のために積み立てられた基金の残高です。
○現金・預金･･･流動性の高い基金である「財政調整基金」及び「減債基金」
と、普通会計決算における歳入歳出差引額の「歳計現金」に分けて計上
します。
○未収金･･･町税や使用料等の収入未済額です。

○【負債の部】･･･将来において、支払いや返済の義務を有するものです。
支払い期日が１年を超える「固定負債」と、翌年度以内に返済する「流
動負債」に区分します。
○地方債･･･町債残高のうち、翌年度償還予定額を除いたものです。
○債務負担行為･･･町民の負担として、将来返済することが確定したもので
す。
○退職給与引当金･･･年度末に全職員が普通退職した場合の退職手当総額を
計上しています。
○翌年度償還予定額･･･町債残高のうち、翌年度以内に償還する予定の金額
です。
○【正味資産の部】･･･資産を形成するための財源のうち負債以外のものを
いい、「国庫支出金」「県支出金」「一般財源等」に分けて計上します。
有形固定資産の取得に充てられた「国庫支出金」「県支出金」は、有形
資産の耐用年数に応じて減価償却を行います。

用語の解説
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外
で
食
事
を
す
る
と
き
、
多
く

の
人
が
自
然
に
割
り
箸
を
使
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
で
使
わ
れ
る
割
り
箸
は
年
間

約
２
５
０
億
膳
と
い
わ
れ
、
１
人

当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
約
２
０

０
膳
消
費
し
て
い
る
計
算
に
な
り

ま
す
。（
林
野
庁
資
料
よ
り
）
し
か

も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
１
度
使
っ

た
だ
け
で
ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ
、

燃
や
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

地
球
温
暖
化
や
森
林
保
護
な
ど

環
境
問
題
が
叫
ば
れ
る
今
、
使
い

捨
て
の
割
り
箸
を
使
わ
ず
に
自
分

の
箸
で
食
事
を
す
る
「
マ
イ
箸
運

動
」
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

割
り
箸
は
、
回
収
し
て
紙
パ
ル

プ
の
原
料
に
し
た
り
炭
に
し
た

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
し
か
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
に
は
多
大
な
人
手
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
コ

ス
ト
が
必
要
で
あ
り
、
割
り
箸
が
大
量
に
使

用
さ
れ
て
い
る
現
状
で
は
、
回
収
・
リ
サ
イ

ク
ル
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

割
り
箸
は
た
っ
た
一
度
使
わ
れ
た
だ
け
で
捨

て
ら
れ
燃
え
る
ご
み
と
し
て
処
理
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
焼
却
時
に
は
二
酸
化
炭
素
を
排

出
す
る
た
め
、
割
り
箸
の
使
い
捨
て
は
、
少

な
か
ら
ず
地
球
温
暖
化
の
一
つ
の
要
因
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

あ
な
た
は
、割
り
箸
派
？
マ
イ
箸
派
？ 
あ
な
た
は
、割
り
箸
派
？
マ
イ
箸
派
？ 

も
っ
た
い
な
い
！

「マイ箸運動」って、
知っていますか？

お出かけなどで飲食店に行

ったときに、割り箸を使わず、

自分でお箸を持っていって使

おうという運動です。

ぜひ、今から気軽にはじめ

てみませんか！

JJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJ

JJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJ

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
と
は
…
？

平
成
13
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排

出
さ
れ
た
特
定
の
家
電
製
品
（
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍

庫
、
洗
濯
機
）
の
有
用
な
部
品
や
材
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、
廃
棄
物

を
減
量
し
、
資
源
の
有
効
利
用
を
推
進
す
る
た
め
の
法
律
で
す
。

家 電 4 品 目
商品を買った店などに引き渡
します。
引き渡す際には、所定の費用
を支払ってください。

消費者が負担する費用

再商品化費用（１台につき）
エアコン　　　　3,150円

テレビ　　　　　2,835円

冷蔵庫・冷凍庫　4,830円

洗濯機　　　　　2,520円
※再商品化費用は、メーカーによ
り一部異なる場合もあります。
また、別途振込手数料がかかり
ます。

収集運搬費用
※小売店や一般廃棄物収集運搬許

可業者により異なりますので、

詳しくはお問い合わせください。

引 き 渡 し 方

○小売店に引き取ってもらう場合
○一般廃棄物収集運搬業者に依頼する場合

○役場に依頼する場合

引き取りや収集を依頼して、リサイクル料金・
収集運搬料を支払う。

役場に連絡し、郵便局で家電リサイクル料金を
支払い、受け取った家電リサイクル券を添付し、
自分で役場まで運搬し、収集運搬料金を支払う。

郵便局で家電リサイクル料金を支払い、受け
取った家電リサイクル券を添付し、自分で指
定引取場所まで運搬する。※詳しくは郵便局
でお聞きください。

○自分で指定引取場所まで運ぶ場合

【問い合わせ先】 環境下水道課 環境衛生担当
依田・馬場・小林　蕁0556-42-4814
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従
来
の
和
紙
製
品
に
は
、
紙
漉
の
段
階
で

化
学
薬
品
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
然
素

材
を
生
か
し
た
「
薬
品
を
い
っ
さ
い
使
用
し

な
い
和
紙
」
を
、
西
嶋
和
紙
生
産
者
と
な
か

と
み
和
紙
の
里
が
共
同
で
研
究
し
、
自
然
素

材
の
和
紙
「
甲
斐
錦
霞

き

ん

か

紙
」
が
誕
生
、
平
成

17
年
度
山
梨
県
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
で
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

町
及
び
西
嶋
和
紙
工
業
協
同
組
合
で
は
、

こ
の
自
然
素
材
和
紙
の
販
路
開
拓
を
模
索
、

身
延
山
久
遠
寺
へ
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
薬
品

を
使
用
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
興
味
を
示
し

て
い
た
だ
き
、
内
野
日
総
法
主
猊
下
が
お
使

い
に
な
る
際
に
「
書
き
や
す
く
」「
人
情
味

の
あ
る
も
の
」、
ま
た
「
身
延
山
で
採
れ
る

も
の
を
使
う
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
提
案
や

助
言
等
を
い
た
だ
き
な
が
ら
試
作
品
の
研
究

が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
和
紙
の
試
作
品
は
、

原
料
に
三
椏

み

つ

ま

た

や
椿つ

ば
き

な
ど
を
使
用
、
特
に
椿
の

灰
で
原
料
を
煮
て
い
く
と
色
の
り
が
い
い
こ

と
か
ら
、
身
延
竹
炭
企
業
組
合
の
協
力
に
よ

り
町
内
で
採
取
さ
れ
た
椿
の
炭
か
ら
灰
を
作

っ
た
り
、
ま
た
身
延
山
久
遠
寺
の
所
有
地
に

生
息
す
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
染
料
に
す
る
な
ど

し
て
、
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
和
紙
を
漉
き
、

身
延
山
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

完
成
し
た
試
作
品
の
和
紙
は
、
淡
い
ピ
ン

ク
色
を
し
て
お
り
、
内
野
日
総
法
主
猊
下
に

も
「
非
常
に
書
き
や
す
い
」
と
好
評
を
い
た

だ
き
、
法
主
猊
下
自
ら
の
住
居
で
あ
る
「
大

奥
水
鳴
楼
」
に
ち
な
ん
で
「
水
鳴
」
と
命
名

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

商
品
化
に
向
け
て
は
、
地
域
文
化
・
伝
統

産
業
の
発
展
に
な
れ
ば
と
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

使
用
と
「
水
鳴
」
と
い
う
商
品
名
の
使
用
を

身
延
山
久
遠
寺
が
承
諾
。
価
格
な
ど
を
決
め

て
、
な
か
と
み
和
紙
の
里
と
身
延
山
久
遠
寺

関
連
会
社
な
ど
で
販
売
し
て
い
く
予
定
で

す
。

７
０
０
有
余
年
の
歴
史
が
あ
る
身
延
山
に

は
、
日
蓮
大
聖
人
直
筆
の
文
化
財
が
残
さ
れ

て
い
て
、
そ
れ
ら
に
和
紙
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
当
時
、
和
紙
を
ど
の
よ
う
に
入
手
し
て

い
た
の
か
な
ど
、
不
明
な
点
も
多
く
あ
り
ま

す
が
、
ど
ん
な
原
料
が
使
わ
れ
て
い
た
の
か
、

何
回
漉
い
て
い
た
の
か
な
ど
が
、
文
化
財
の

修
復
の
過
程
で
少
し
ず
つ
解
明
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

町
と
西
嶋
和
紙
工
業
協
同
組
合
で
は
、
身

延
山
と
協
力
し
な
が
ら
、
日
蓮
大
聖
人
が
お

使
い
に
な
っ
て
い
た
和
紙
の
再
現
を
目
指
す

考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
身
延
山
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
１
０
０
％
身
延
産
の
自

然
素
材
和
紙
を
目
指
し
、
身
延
山
の
所
有
地

に
楮こ

う
ぞ

50
本
を
植
栽
。
ま
ず
は
法
主
猊
下
か
ら

命
名
し
て
い
た
だ
い
た
和
紙
「
水
鳴
」
の
原

料
に
使
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
の
再
現
事
業
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
新

し
い
活
動
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
新
商

品
開
発
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
が
今
後
期
待

さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

な
か
と
み
和
紙
の
里

蕁
０
５
５
６
（
２
０
）
４
５
５
５

自
然
素
材
の
和
紙
「
水
鳴
」

自
然
素
材
の
和
紙
「
水
鳴
」

す
い
　
め
い 

町
（
な
か
と
み
和
紙
の
里
）
・
西
嶋
和
紙
工
業
協
同
組
合
が
共
同
開
発 

自
然
素
材
の
和
紙
を
研
究

身
延
山
和
紙
の
開
発
に
向
け
て

内
野
日
総
法
主
猊
下
、

新
和
紙
を
「
水
鳴
」
と
命
名

日
蓮
大
聖
人
和
紙
再
現
事
業

内野法主猊下に、『法悦』と和紙「水鳴」に書いていただきまし
た。（法悦とは、信仰心によってこの上ない喜び、法喜。歓喜の
状態）
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組
み
直
し
て
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
児
童
た
ち
は
こ
の
暑
い
夏
の

中
で
練
習
し
て
き
た
成
果
を
存
分
に

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

９
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
、
大
野

山
・
大
島
保
育
園
運
動
会
を
皮
切
り

に
10
月
上
旬
ま
で
、各
保
育
所（
園
）、

小
学
校
、
各
地
区
で
運
動
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
雨
天
で
中
止
と
な
っ
た
地

区
運
動
会
が
多
く
、
順
延
と
な
っ
た

小
学
校
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を

同
月
18
日
に
行
わ
れ
た
第
60
回
南

巨
摩
郡
理
科
自
由
研
究
発
表
会
に
は
、

西
嶋
小
の
３
児
童
を
含
む
郡
内
10
小

中
学
校
か
ら
15
組
17
人
が
参
加
、
そ

の
中
で
５
年
の
笠
井
さ
ん
は
初
、
６

年
の
松
本
く
ん
は
２
年
連
続
で
郡
代

表
に
選
ば
れ
、
10
月
20
日
に
開
か
れ

た
県
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

９
月
７
日
、
中
部
支
会
理
科
自
由

研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の

６
小
学
校
か
ら
16
組
22
人
の
児
童
が

参
加
し
て
、
夏
休
み
に
取
り
組
ん
で

き
た
研
究
成
果
を
力
強
く
発
表
し
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、
西
嶋
小
の
４

年
松
本
木
乃
実

こ

の

み

さ
ん
、
同
小
５
年
の

笠
井
優
理
亜

ゆ

り

あ

さ
ん
、
同
小
６
年
の
松

本
健
太
郎
く
ん
の
３
児
童
が
町
の
代

表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

まちのわだい 
TOPICS

夏
休
み
の
研
究
成
果
を
発
表

理
科
自
由
研
究
発
表
会

まちのわだい TOPICS

秋
季
大
運
動
会町

内
各
地
で
開
催

西
嶋
小
４
年
　
松
本
木
乃
実
さ
ん

「
地
球
の
『
水
』
は
大
丈
夫
?!

〜
水
や
雨
の
よ
ご
れ
調
べ
〜
」

西
嶋
小
５
年
　
笠
井
優
理
亜
さ
ん

「
豆
ふ
が
固
ま
る
ひ
み
つ
を
さ
ぐ
る
」

に
が
り
が
海
水
か
ら
作
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
海
水
か
ら
で
も
豆
腐
が

作
れ
る
か
を
実
験
、
に
が
り
を
使
っ
た

場
合
と
豆
腐
の
で
き
具
合
の
違
い
を
調

べ
る
な
ど
、
そ
の
研
究
の
方
法
が
き
ち

ん
と
し
て
い
て
、
根
気
よ
く
研
究
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

西
嶋
小
６
年
　
松
本
健
太
郎
く
ん

「
飛
ぶ
こ
と
の
秘
密
Ⅱ
」
〜
紙
ト
ン
ボ
編
〜

昨
年
度
か
ら
の
飛
ぶ
と
い
う
継
続
的

な
研
究
で
、
昨
年
は
い
ろ
ん
な
種
類
の

紙
飛
行
機
で
揚
力
を
学
び
、
今
年
度
は

紙
ト
ン
ボ
を
使
っ
て
大
き
さ
や
羽
根
の

角
度
、
空
気
の
流
れ
な
ど
、
疑
問
に
思

っ
た
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
実
験
し
、
そ
の

ま
と
め
方
が
よ
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

「かけっこ」で園児が力走（久那土保育所）OH！COACH・タイフーン（大河内小学校）
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こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
金
山
博
物
館

初
の
試
み
で
、
プ
ロ
の
奏
者
も
交
じ

っ
て
の
本
格
的
な
吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー

ト
を
、
初
秋
の
し
も
べ
で
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
開
催
、
格
調
高
い
ブ
ラ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
に
、
訪
れ
た
人
た
ち

か
ら
演
奏
曲
が
終
わ
る
ご
と
に
盛
大

な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
一
般

の
人
が
飛
び
入
り
で
指
揮
者
と
し
て

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、

金
山
博
物
館
友
の
会
の
高
岡
伸
五
会

長
が
指
揮
者
を
務
め
る
場
面
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
後
に
は
、
花
火
大

会
が
行
わ
れ
下
部
温
泉
街
の
夜
空
を

彩
り
ま
し
た
。

一
足
早
い
芸
術
の
秋
・
文
化
の
秋
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

９
月
16
日
、
湯
之
奥
金
山
博
物
館

に
お
い
て
、
第
１
回
日
曜
コ
ン
サ
ー

ト
「
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
ｉ
ｎ
し

も
べ
＆
花
火
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

９
月
16
日
、
身
延
町
総
合
文
化
会

館
に
お
い
て
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
１
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
身
延
地
区
（
旧
身

延
町
）
で
開
催
さ
れ
て
い
た
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
、
発
展
的
に

町
一
体
の
事
業
と
し
て
実
施
し
た
も

の
で
、
生
涯
を
通
じ
て
自
ら
学
ぶ
意

識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
ふ
る

さ
と
身
延
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
な

ど
を
再
発
見
す
る
様
々
な
生
涯
学
習

活
動
に
よ
り
、
関
係
者
が
交
流
し
、

豊
か
な
地
域
文
化
と
、
地
域
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
機
会
に
な

る
よ
う
に
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
で
は
、
長
塩
獅
子
舞
保
存

会
、
み
の
ぶ
若
竹
キ
ッ
ズ
、
西
嶋
神

楽
団
、
古
関
観
音
太
鼓
同
好
会
、
中

富
中
吹
奏
楽
部
が
日
頃
か
ら
練
習
を

積
み
重
ね
て
き
た
演
奏
や
演
技
を
披

露
、
２
階
会
議
室
で
は
生
涯
学
習
の

事
例
発
表
や
町
の
文
化
財
を
紹
介
、

ホ
ワ
イ
エ
で
は
押
し
花
や
ち
ぎ
り
絵

な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
教
室
を
開

催
、
そ
の
ほ
か
「
富
士
川
舟
運
と
駿

州
往
還
」
の
図
書
館
資
料
展
示
な
ど

が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー
に
足
を
運
ん
で
、

９
月
16
日
、
川
の
都
実
行
委
員
会

は
、
な
か
と
み
和
紙
の
里
で
夢
い
ち

ば
「
川
の
都
」
２
０
０
７
を
開
催
、

峡
南
６
町
の
特
産
品
や
伝
統
工
芸
品

の
展
示
販
売
を
は
じ
め
、
各
町
の
伝

統
あ
る
太
鼓
の
団
体
が
集
う
「
峡
南

太
鼓
祭
」
や
「
よ
さ
こ
い
演
舞
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
ゆ
ば
工
房
五
大
や

や
ま
め
の
里
、
道
の
駅
し
も
べ
が
特

産
品
や
伝
統
工
芸
品
コ
ー
ナ
ー
に
出

展
、
峡
南
太
鼓
祭
に
は
、
古
関
観
音

太
鼓
同
好
会
が
参
加
し
て
、
力
強
い

太
鼓
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま

た
、
砂
金
採
り
体
験
や
手
漉
き
和
紙

体
験
に
は
、
大
勢
の
人
た
ち
が
集
ま

り
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

まちのわだい TOPICS

峡
南
６
町
の
団
体
・
特
産
品
が
集
う

夢
い
ち
ば
「
川
の
都
」
２
０
０
７

２
０
０
７
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
開
催

各
団
体
が
演
技
な
ど
を
披
露
　

ホールの部最初に演技した「長塩の獅子
舞」は例年小正月に奉納されています。

ホワイエでは、ちぎり絵教室などが行われ大勢
の人が参加しました。

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

湯
之
奥
金
山
博
物
館
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９
月
21
日
〜
30
日
ま
で
の
10
日
間
、

「
運
転
は
人
に
社
会
に
思
い
や
り
」

を
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
９
月
23
日
に
総
合
文

化
会
館
前
の
国
道
52
号
で
街
頭
指
導

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
28
日
に
は
甲
南

ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
交
通
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
、
約
60
人
の
関
係
者
が
交

通
安
全
と
事
故
の
根
絶
を
祈
願
し
ま

し
た
。
ま
た
同
日
、
下
山
立
正
保
育

園
に
は
県
警
「
さ
ち
か
ぜ
号
」
が
来

園
、
園
児
た
ち
は
人
形
劇
や
マ
ジ
ッ

ク
な
ど
で
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
安
全

に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

９
月
26
日
、
役
場
町
長
室
で
９
月

定
例
議
会
に
お
い
て
議
決
を
受
け
た

各
委
員
の
任
命
式
・
選
任
式
が
行
わ

れ
、
６
名
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ
任
命

書
・
選
任
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

（
佐
野
正
彦
さ
ん
は
都
合
に
よ
り
欠

席
さ
れ
ま
し
た
。）

●
教
育
委
員
会
委
員

山
田
　
省
吾
（
道
）

●
監
査
委
員笠

井
　
万
氾

か

ず

ひ

ろ

（
西
嶋
）

●
公
平
委
員
会
委
員

再
任
　
佐
野
　
正
彦
（
道
）

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

再
任
　
佐
野
　
七
郎
（
古
長
谷
）

再
任
　
小
笠
原
武
士
（
波
木
井
）

再
任
　
内
藤
　
富
夫
（
古
関
）

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
実
際
の
場
面

で
今
日
の
講
習
の
と
お
り
で
き
る
か

は
不
安
だ
が
、
講
習
を
受
け
て
な
い

と
か
な
り
差
が
出
る
の
で
、
今
日
は

体
験
で
き
て
よ
か
っ
た
。
さ
ら
に
上

の
ラ
ン
ク
の
講
習
を
受
け
て
い
き
た

い
」
と
率
直
な
感
想
が
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

【
町
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
は
23
か
所
】

・
身
延
町
役
場
本
庁
舎

・
中
富
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

・
身
延
支
所

・
下
部
支
所

・
身
延
町
開
発
セ
ン
タ
ー

・
中
富
総
合
会
館

・
身
延
町
総
合
文
化
会
館

・
甲
斐
黄
金
村
湯
之
奥
金
山
博
物
館

・
な
か
と
み
和
紙
の
里

・
各
小
中
学
校
に
１
台
ず
つ

（
小
学
校
９
台
・
中
学
校
５
台
）

９
月
21
日
、
南
巨
摩
郡
体
育
指
導

委
員
連
絡
協
議
会
で
は
、
下
山
小
学

校
体
育
館
に
お
い
て
、
応
急
手
当
の

基
礎
知
識
を
テ
ー
マ
に
南
巨
摩
地
区

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会
（
兼
南
巨

摩
郡
女
性
体
育
指
導
委
員
研
修
会
）

を
開
催
し
、
南
巨
摩
郡
５
町
の
ス
ポ

少
指
導
者
を
は
じ
め
体
協
関
係
者
な

ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
峡
南
消
防
本
部
中
部

消
防
署
の
職
員
が
講
師
を
務
め
、
救

命
措
置
（
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

「
自
動
体
外
式
除
細
動
器
」
使
用
）

の
手
順
を
、
参
加
者
は
実
際
に
人
形

を
使
っ
て
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た

り
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
操
作
方
法
を

体
験
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

講
師
か
ら
は
、「
心
臓
は
膨
ら
ん

だ
際
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
と
、
筋

肉
が
収
縮
し
て
心
停
止
に
な
り
や
す

い
。
ま
た
脱
水
症
状
の
場
合
の
心
臓

は
、
い
つ
で
も
心
停
止
の
状
態
に
陥

り
や
す
い
」
と
話
し
な
が
ら
、
運
動

中
の
水
分
補
給
は
重
要
で
、
で
き
れ

ば
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
の
摂
取
が
望
ま
し

い
と
い
っ
た
予
防
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
ど

こ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か
把
握
し
て

お
く
こ
と
も
大
切
と
説
明
が
あ
り
ま

まちのわだい TOPICS

救
命
措
置
の
手
順
を
学
ぶ

南
巨
摩
の
ス
ポ
少
指
導
者
な
ど

各
委
員
任
命
式
・
選
任
式
を
開
催

９
月
定
例
会
の
同
意
を
受
け
て内藤さん　　　佐野（七）さん　　　山田さん

小笠原さん　　　　笠井さん

秋
の
全
国
交
通
安
全
週
間

街
頭
指
導
所
や
祈
願
祭
を
開
催年長園児4名が横断歩道を渡るときのお手本を見せて

くれました。（下山立正保育園）
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町では行政改革の一環として、事務事業等の見直しを進めております。
合併後の行政改革大綱に基づく「集中改革プラン」実施項目に沿い、行政改革推進本部やプロジェ

クトを立ち上げ宿日直制度について検討を重ねてまいりました。その結果として役場下部支所、身延
支所の各支所で行っている宿直（夜間）業務を廃止することといたしました。
これにより、平成20年１月１日からの夜間における各種届出等や電話による連絡等については、本

庁（身延町切石350番地）宿直による対応となります。
なお、土日祭日等の各支所での日直（昼間）業務は従来どおり行いますので、お間違えのないよう

お願いいたします。
※　日直業務（昼間）→8:30～17:30 宿直業務（夜間）→17:30～8:30

内　容／◎平成19年12月31日をもって下部支所、身延支所の宿直業務（夜間）を廃止

その他／◎夜間の各支所あての電話は、本庁宿直へ自動転送されます。
◎下部支所で行っていた各公共施設の鍵取り扱いについては変更と
なります。※詳細については、下記までお問い合わせください。

◎その他、このことについてご質問、ご意見がある場合も下記までお問い合わせください。

下部支所・身延支所の宿直業務がなくなります！
平成20年１月１日から

町では、税収の早期確保や納税意識の高揚などを目的として全期前納報奨金制度を導入してきまし
た。
今回、その目的が概ね達成されたことや、町県民税を給与から差し引かれている特別徴収者の方に

は適用されないこともあり、税の公平性に問題点がありました。また、多額の報奨金を交付し続ける
ことは、限られた税収の中で困難な状況もありました。
町では、それらを勘案し、平成20年度より、固定資産税及び町県民税の前納報奨金制度を廃止する

ことといたしました。
この制度を活用し、早期納税に努めていただいた町民の皆様には、深くお礼申し上げます。今後も

納期内の納付にご協力くださいますようお願いいたします。

《口座振替で全納をご利用されている方へ》
＊全期前納から期別（４期）納付に切り替える方は・・・！
制度廃止に伴い『期別納付』に変更をご希望の場合は、
・固定資産税は４月末日、
・町県民税は５月末日
までに契約している金融機関で、お早めに変更手続きを行ってください。

＊これまでどおり全期前納を行う方へ・・・！
全期前納を引き続き希望する方は、手続きが不要です。

町税の前納報奨金制度が来年度から廃止されます！

問い合わせ先 町民課課税担当　蕁0556-42-4803

変更手続きは、金融
機関の窓口で、お早
めにお願いします！

問い合わせ先
●総務課・政策室 蕁0556-42-2111 ●下部支所 蕁0556-36-0011 ●身延支所 蕁0556-62-1111

町民の皆様にはご理
解、ご協力をお願い
いたします。
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妊娠から出産、そして育児期を楽しく過ごせるように、町では小さなお子さんを持つお母さん
たちを対象に、教室を開催していますので紹介します。教室を通じて、お友達づくりの場にもな
っており、気軽に参加できます。詳しい日程は、広報みのぶお知らせ版「町政カレンダー」や母
子保健年間計画予定表などでご確認ください。

妊婦さんや産婦さんを対象に奇数月に開催して
います。
毎回、保健師、助産師、栄養士が妊娠中の生活

や出産の経過、栄養や母乳のことなどテーマに沿
って話しをしていますが、気軽に話しが聞けたり
思っていることなどを語れる場にもなっていま
す。
妊婦さん・産婦さん一緒に行いますので、妊娠

中の情報交換や出産後の子育てについての疑問な
ど、日ごろの悩みを解決する機会にもなっていま
す。
もちろん、お子さんと一緒の参加でも主任児童

委員、愛育会、ボランティアの方が託児の協力を
してくれ、和やかな雰囲気の中で教室を行ってい
ます。

問い合わせ先：福祉保健課 健康増進担当　蕁0556-20-4611保 健 だ よ り

マザースクール（母親学級）

お子さんが元気にのびのびと成長できるよう
に、遊びを通して子ども同士のふれあいや、お母
さん同士の交流の場となっています。
第１～第３木曜日は保健センターでの自由遊び

の日になっており、保健センターの場が、午前中
のみ開放されています。お母さん同士が子どもた
ちを囲んで気軽に情報交換をしています。
第４木曜日は、毎月テーマを決めて工作や体遊

び等、楽しい内容が盛りだくさんです。
お子さんが小さくても参加できますので、乳児

さんから幼児さんのお母さんまで幅広く参加され
ています。

すくすくクラブ（育児教室）

教室以外でも、妊娠中の不安や子育て中の不安など、どんなことでも保健師が電話相談を行っており
ますので、いつでもお問い合わせください。

N0. 8N0. 8N0. 8

Ｑ１年金手帳が送られてきました。どんなと
きに必要になるの？

Ａ年金手帳は就職・転職・年金に関する手続きを
する際に提出が必要となります。加入する年金

制度（国民年金・厚生年金・共済年金）が変わって
も一生変わらず使用しますので大切に保管してくだ
さい。

Ｑ２年金保険料を納めていない期間があるの
ですが…将来どうなりますか？

Ａ短期間でも納めないとその分、ご自分の年金が
減額されます。

例えば・・・
6か月未納･･･1年間で約1万円
1年間未納･･･1年間で約2万円
2年間未納･･･1年間で約4万円

『実は私も・・・』と思われた方は、納付書をご覧く
ださい。年金保険料は、納付期限が過ぎても2年間は
さかのぼって納付することができます。（納付書を紛
失した方は、竜王社会保険事務所蕁055-278-1104にお
問い合わせください。）→2年を経過すると時効によ
り納付できなくなります。

Ｑ３会社を退職しました。年金の手続きはどう
したらいいですか？

Ａ会社を退職した日付が記載されている証明書
（退職証明・離職票）と年金手帳をもって役場

までお越しください。時折、手続きしない方がいま
すが、将来、年金受給権に結びつかなくなる危険も
あります。（在職中の厚生年金・共済年金が掛け捨て
になる危険があります。）

年金が一生
涯、減額さ
れます！

問い合わせ先
町民課町民担当　蕁0556-42-4804
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国保だよ
り 医療制度改正　 医療制度改正　平成２０年4月から・・・ 平成２０年4月から・・・ 

これまでは、国保や会社の
健保などの医療保険に加入し
ながら老人保健制度の対象と
なっていましたが、「後期高
齢者医療制度」では国保や会
社の健保などの医療保険をぬ
けて、すべて「後期高齢者医
療制度」に新たに加入するこ
とになります。

平成20年4月から、生活習慣病の予防と早期発見を
徹底するために、メタボリックシンドローム（内臓脂
肪症候群）に着目した「特定健診」と、その結果に基
づいて適切な健康づくりを支援する「特定保健指導」
が保険者に義務付けられます。
この「特定健診は」、40～74歳の加入者が対象です。

会社員やその扶養者は、加入している医療保険者の契
約している健診機関で受診していただくことになりま
す。

問い合わせ先　町民課 国保老健担当
蕁0556-42-4804

国保と老人医療が、

国保は、皆さんが安心して医療を受けられるための大切な医療保険制度で
す。これからも安心して医療が受けられるように、平成20年4月から制度が
見直されることになりました。ご理解とご協力をお願いします。

75歳以上 
（または65歳以上で一定 
　の障害がある方） 

　   75歳以上 
・国民健康保険 

　  老人保健 

・共済組合 

・政管健保 

・組合健保 

平成20年3月31日まで 平成20年４月１日から 

広域連合 

後期高齢者 
医療制度 

6

後期高齢者医療制度（75歳以上）が創設されます。

40歳～74歳の方を対象に新たな特定健診が始まります！

主な改正点

飯富区では、財団法人自治総合センターからの助成を受けて、区
民パソコン教室の備品を整備しました。同教室は、毎週火・木曜日
の夜に区民を対象に開催しており、真新しいパソコンを使用して、
簡単な文書作成や俳句集の作成などに取り組んでいます。
今後は、年賀状づくりの講座なども計画しているそうです。

【整備状況】
・デスクトップ型パソコン　　 10台
・カラーレーザープリンター　　1台
・パソコンデスク　　　　　　　5台　ほか
※「自治宝くじ助成金」（財団法人自治総合センター）は、地域のコミュニ
ティ活動や地域活性化のために使われています。

問い合わせ先　政策室 企画政策担当 蕁0556-42-4801

平成19年度「コミュニティ助成事業」で、パソコンを整備

特定健診・保健指導の流れ 

①  特定健診の実施 

②  健診結果から保健指導対象者を決定 

③  対象者に生活改善を支援する保健指導を実施 

④  指導の結果、健康状態や医療費の変化を確認 内臓脂肪症候群 
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事　業　名 実施期日
(一部予定） 事　　業　　内　　容 会　　場 担　　当

問い合わせ先：
和紙の里担当（蕁0556-20-4555）、生涯学習担当（蕁0556-20-3017、42-2337）、金山博物館担当（蕁0556-36-0015）

第46回
日本現代工芸美術展

開催中～
11月25日

陶磁・金属・染織・漆・木など多様な素材に
よる工芸作品を紹介します。

なかとみ現代
工芸美術館

和紙の里
担当

青少年健全育成
身延町推進大会 11月９日

・「家庭の日」「青少年を育む日」作品展優秀者表彰
・第34回山梨県児童生徒発明工夫展入賞者表彰
・中学生の意見発表
「家庭の日」作品展（作文の部）優秀賞受賞者
南部警察署管内交通・防犯弁論大会第１位受賞者
・講演会：講師「身延山高校　校長　山内惟治先生
演題「今求められるもの～ふれあいと感動を求めて～」
開会19:10～

中富総合会館 生涯学習
担当

金山博物館公開
講座 11月10日

H19テーマ「金・銀鉱山遺跡と黄金文化」について
国指定史跡「佐渡金銀遺跡」の歴史と登録への取り組み
講師：新潟県教育庁文化行政課副参事

・世界遺産登録推進室　小田由美子氏
他、12/8、1/19、2/9順次開催。※演題、講師につい
ては金山博物館だより（9月13日発行）第42号P9をご
参照ください。

金山博物館
多目的ホール

金山博物館
担当

金山博物館
「梅ヶ島・日影沢
金山遺跡見学会」

11月17日

武田領内で操業された県内外の金山遺跡を訪
れ学習します。鉱山史や金山に対する理解を
深めるとともに歴史に触れ、郷土に残る貴重
な歴史遺産を自分の目と足で確かめてみませ
んか。定員15人（申込期間：11月15日まで）
※詳細は金山博物館だより第42号P10をご参
照ください。

静岡県
静岡市方面

金山博物館
担当

ふじ川と
その周辺の作家展

12月８日
～翌年
２月17日

富士川周辺で育ち活躍されている作家並びに
現在富士川周辺で活動をされている作家の
方々の展覧会

なかとみ現代
工芸美術館

和紙の里
担当

生涯学習課では、以下のような事業を予定しています。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。
※事業の詳細は、決定され次第必要に応じて回覧します。事業は都合により変更する場合があります。

事業の紹介 事業の紹介 

日本現代工芸美術展

平成平成2020年 身延町成人式の身延町成人式の 
お知らせお知らせ 

平成20年 身延町成人式の 
お知らせ 

　身延町の成人式を、次のとおり実施 
しますのでお知らせします。 

開催日時：平成20年１月13日（日） 
受　付／12：30～・式　典／13：00～ 
開催場所：身延町総合文化会館ホール 
　　　　　　（身延町波木井407番地） 
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　図書館では、町の古い記録を集めています。本・写真・
ビデオ・地図・自分史や、またその情報などをお持ち
の方、ぜひご連絡ください。　 

展示期間 ： 11月1日（木）～29日（木） 

知
っ
て
い
ま
す
か
？
　
 

故
郷
の
あ
れ
こ
れ
。
　
 

★11月の展示★ 

   　
今
月
の
展
示
は
、私
た
ち
の

住
む
軛
山
梨
の
あ
れ
こ
れ
軣
が

わ
か
る
資
料
の
大
特
集
。 

　
書
籍
以
外
の
、雑
誌
や
ビ
デ

オ
な
ど
で
も
、あ
な
た
の
知
ら

な
い
山
梨
を
見
つ
け
て
み
ま
せ

ん
か
？
大
河
ド
ラ
マ
で
お
茶
の

間
を
賑
わ
す
軛
山
本
勘
助
軣
の

本
も
揃
え
て
い
ま
す
。　
　
　
 

　
秋
の
夜
長
の

読
書
タ
イ
ム
に

ぴ
っ
た
り
の
１
冊

を
探
し
て
く
だ

さ
い
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
 

　図書館ホームページに新たな地域情報追加！今回
アップしたのは木喰上人のページです。“木喰上人
入門”“木喰上人の足跡”“身延に残る作品”などを、
写真や文書などを豊富に使ってわかりやすく紹介し
ています。ご自宅にインターネット環境がない方は、
図書館でも閲覧できますのでどんどんアクセスして
ください。　 

　その他の地域に関わる資料も順次　
アップしていく予定です。地域関連　
資料をお持ちの方は図書館までお知　
らせください。町の歴史を後世に伝　
える活動にご協力をお願いします。　 

☆わが町の歴史・再発見☆新情報☆ 

★☆図書館では…☆★ 

★
一
般
向
け
★

『
信
長
の
お
も
て
な
し
』

江
後
迪
子
　

『
日
本
の
有
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小
谷
野
敦
　

『
地
球
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チ
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Ｋ
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『
六
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サ
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江
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レ
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ゃ
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は
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地
域
に
伝
わ
る
民
話
を
、町
内
の
中
学
生
と
図
書
館

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
軛
千
の
風
軣
が
朗
読
し
ま
す
。　
　

　 

　
◎
バ
ザ
ー
　
　
　 

　
◎
民
話
の
朗
読 

　 

地域の民話を聞こう 

内
　
容 

と
　
き
　
11
月
25
日（
日
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら 

と
こ
ろ
　
図
書
館
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム 

※
遊
休
品
の
ご
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。 

新
し
く
入
っ
た
本

新
し
く
入
っ
た
本
 

新
し
く
入
っ
た
本
 

11月の休館日 

 
◎5・12・19・26日 
 〔毎週月曜日〕 

◎30日（金） 〔館内整理日〕 

『母に捧げる詩』
片田政一／著

町内在住の先輩の作品です。戦争を含めた昭和初期からの
激動の時代にあって、人々はどう生き、地域はどう変転して
いったのかが、極めて明確な記述で表現されており、深く感
銘しました。今では想像もできない物不足の時代にあっても、
懸命に生きる人々の心豊かな“情緒”も各所に感じられまし
た。この“日本人の情緒”についても再考させられる本作を
多くの人にご一読をお薦め致します。

身延町塩之沢　　鈴木　智さん（70代・男性）

 

☆図書館からのお願い☆ 
　
汚
れ
、破
損
、紛
失

し
て
し
ま
っ
た
場
合
は

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
図
書
館
の
資
料
は

み
ん
な
の
が
使
う
こ
と

を
意
識
し
て
利
用
の
マ

ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　 

　
返
却
さ
れ
た
本
の

汚
れ
や
Ｃ
Ｄ
本
体
の
入

れ
忘
れ
が
と
て
も
増
え

て
い
ま
す
。 

　
図
書
館
の
資
料
は

み
ん
な
の
物
で
す
。次

に
借
り
る
人
の
こ
と
を

考
え
て
返
却
し
ま
し
ょ

う
。 
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川
・
清
水
）

蕁
０
５
５
（
２
４
２
）
３
０
６
１

本
学
保
育
科
に
現
在
１
２
１
名
が

在
籍
、
将
来
幼
児
教
育
者
と
し
て
の

知
識
と
教
養
を
身
に
付
け
る
た
め
に

努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
授
業
の
一

環
と
し
て
人
形
劇
と
オ
ペ
レ
ッ
タ
に

取
り
組
み
、
上
演
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
30
日
（
金
）

第
１
部
・
開
場
10
時
30
分

開
演
11
時
〜
12
時
30
分

第
２
部
・
開
場
13
時
30
分

開
演
14
時
〜
15
時
30
分

【
会
場
】
山
梨
県
民
文
化
ホ
ー
ル

【
内
容
】
人
形
劇
「
も
も
た
ろ
う
」

オ
ペ
レ
ッ
タ
「
大
き
な
か
ぶ
」

【
入
場
料
】
無
料

【
そ
の
他
】
午
前
の
部
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
般
の
方
は

午
後
の
部
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

帝
京
学
園
短

期
大
学
　
人
形
劇
オ
ペ
レ
ッ
タ
公

演
広
報
担
当
・
川
北

蕁
０
５
５
１
（
３
６
）
２
２
４
９

（
山
梨
県
県
民
生
活
課
内
）

蕁
０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
５
０

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
山
梨
セ
ン

タ
ー
で
は
、
新
規
・
成
長
分
野
企
業

と
そ
の
他
県
内
の
活
力
あ
る
企
業
及

び
そ
れ
ら
の
企
業
へ
の
就
業
に
関
心

の
あ
る
求
職
者
を
対
象
と
し
た
情
報

提
供
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】
11
月
15
日
（
木
）

受
　
付：

12
時
〜
12
時
30
分

講
演
会：

12
時
30
分
〜
13
時
30
分

合
同
就
職
面
接
会：

13
時
30
分
〜

17
時

【
会
場
】
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

【
内
容
】
①
合
同
就
職
面
接
会
、
②

講
演
会
（
求
職
者
対
象
）、
③
キ

ャ
リ
ア
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
求
職
者

対
象
）、
④
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職

相
談
コ
ー
ナ
ー
（
求
職
者
対
象
）、

情
報
提
供
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
企

業
対
象
）

【
参
加
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】
独
立
行
政
法
人

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
山
梨
セ
ン

タ
ー
業
務
課
（
担
当：

上
野
・
谷

11
月
20
日
の
「
県
民
の
日
」
は
、

山
梨
県
の
誕
生
日
で
す
。
県
民
一
人

ひ
と
り
が
、
郷
土
の
生
い
立
ち
を
知

り
、
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
「
山
梨
」

を
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
け

る
よ
う
、
み
ん
な
で
「
ふ
る
さ
と
の

誕
生
日
」
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

こ
の
「
県
民
の
日
」
を
記
念
し
て
、

次
の
と
お
り
各
種
の
催
し
が
行
わ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

《
県
民
の
日
記
念
行
事
「
交
流
広
場
」
》

【
日
時
】
11
月
10
日
（
土
）
〜
11
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

【
内
容
】
県
内
各
地
の
特
産
品
を
は

じ
め
、
多
数
の
展
示
や
体
験
、
相

談
コ
ー
ナ
ー
や
各
種
団
体
に
よ
る

活
動
内
容
の
発
表
の
場
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

《
県
・
市
町
村
有
施
設
の
無
料
開
放
》

11
月
20
日
（
火
）、
県
立
美
術
館
、

博
物
館
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
県
有
施
設
で
、
観
覧
料
・
入
館
料

な
ど
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
※
市
町

村
有
施
設
は
、
市
町
村
・
施
設
よ
っ

て
日
程
が
異
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
民
の
日
記
念

行
事
実
行
委
員
会
事
務
局

身
延
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

現
在
『
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
』
に
協

力
し
て
い
ま
す
。

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
と
は
、
通
常

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
と
し
て
捨
て
ら

れ
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
を

再
資
源
化
し
、
そ
の
収
益
金
で
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
を
購
入
、
途
上
国
に
送

る
『
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
』
が

行
う
事
業
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
※
汚
れ
て
い
る
と

回
収
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
水
洗

い
し
て
か
ら
お
届
け
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
受
付
先
】
町
社
会
福
祉
協
議
会

・
下
部
保
健
セ
ン
タ
ー

・
中
富
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

・
身
延
保
健
セ
ン
タ
ー

おしらせ 
INFORMATION

おしらせ INFORMATION

県
民
の
日
記
念
行
事

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

人
と
企
業
の
出
会
い
の
場

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
山
梨

人
形
劇
と
オ
ペ
レ
ッ
タ

帝
京
学
園
短
期
大
学

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
展
開

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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を
目
指
し
て
各
種
作
業
や
職
業
訓
練

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

本
矯
正
展
は
社
会
復
帰
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
広
報
パ
ネ
ル

の
展
示
を
は
じ
め
、
刑
務
作
業
製
品

の
展
示
即
売
等
に
よ
り
地
域
社
会
の

皆
様
に
も
ご
理
解
い
た
だ
き
、
そ
の

お
力
添
え
の
も
と
、
円
滑
な
社
会
復

帰
を
図
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
主
催
】
甲
府
刑
務
所
・

甲
府
少
年
鑑
別
所

【
日
時
】
11
月
23
日（
金
）〜
24
日（
土
）

の
２
日
間
、
時
間
は
両
日
と
も
午

前
９
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
甲
府
刑
務
所
構
内

（
甲
府
市
堀
の
内
町
５
０
０
番
地
）

【
内
容
】
①
１
日
所
長
（
歌
手
ぺ
ぺ

を
迎
え
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
予

定
）
②
刑
務
所
内
見
学
（
24
日
午

前
中
）
③
刑
務
所
広
報
パ
ネ
ル
の

展
示
　
④
性
格
テ
ス
ト
体
験
コ
ー

ナ
ー
　
⑤
刑
務
所
作
業
製
品
の
展

示
、
販
売
　
⑥
お
茶
の
野
点
及
び

踊
り
披
露
（
山
梨
県
更
生
保
護
女

性
連
盟
）

※
こ
の
ほ
か
協
賛
企
業
に
よ
り
ご
家

庭
で
使
用
済
み
に
な
っ
た
イ
ン
ク

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
回
収
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
甲
府
刑
務
所
企

画
部
門
（
作
業
）

蕁
０
５
５
（
２
４
１
）
８
８
７
８

②
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
③
掛
金
の
一

部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。
④
掛
金

は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経

費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額

非
課
税
と
な
り
ま
す
。
⑤
事
業
主

が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間

を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、

退
職
金
の
試
算
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

請
求
等
、
建
退
共
制
度
の
知
り
た

い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
　
建
設

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
　
事
業

推
進
室

蕁
０
３
（
５
４
０
０
）
４
３
１
６

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.

kentaikyo.taisyokukin.go.jp/

山
梨
支
部

蕁
０
５
５
（
２
２
１
）
０
０
７
０

全
国
の
行
刑
施
設
（
刑
務
所
・
少

年
刑
務
所
・
拘
置
所
）
で
は
、
現
在

６
万
５
千
人
の
受
刑
者
が
社
会
復
帰

行
委
員
会

【
販
売
品
目
】
新
鮮
野
菜
（
白
菜
、
大

根
、
大
塚
人
参
等
）、
柿
、
ユ
ズ
、

梨
や
地
元
農
産
物
を
使
っ
た
加
工

品
な
ど
約
１
３
０
品
目

【
問
い
合
わ
せ
先
】
山
梨
県
峡
南
農

務
事
務
所
（
農
業
農
村
支
援
課
）

蕁
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
１
６

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く

方
々
の
た
め
に
、「
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に
よ
り
国

が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働
く

労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を

貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で

働
く
こ
と
を
辞
め
た
と
き
に
建
退
共

か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で

す
。

【
加
入
で
き
る
事
業
主
】
建
設
業
を

営
む
方

【
対
象
と
な
る
労
働
者
】
建
設
業
の

現
場
で
働
く
人

【
掛
金
】
日
額
３
１
０
円
　

【
特
徴
】
①
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、

確
実
、
申
込
手
続
は
簡
単
で
す
。

山
梨
県
最
低
賃
金
は
、
平
成
19
年

10
月
28
日
よ
り
現
行
の
１
時
間
６
５

５
円
か
ら
１
時
間
６
６
５
円
に
10
円

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

山
梨
労
働
局
賃
金
室

蕁
０
５
５
（
２
２
５
）
２
８
５
４

鰍
沢
労
働
基
準
監
督
署

蕁
０
５
５
６
（
２
２
）
３
１
８
１

「
峡
南
あ
ぐ
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
０

７
」
は
、
地
元
の
農
家
が
新
鮮
な
農

産
物
や
加
工
品
を
直
売
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
農
業
者
の
手
作
り
イ
ベ
ン

ト
で
す
の
で
、
売
り
切
れ
次
第
終
了

と
な
り
ま
す
。
ご
家
族
、
ご
近
所
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
早
め
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
※
買
い
物
袋
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
23
日
（
金
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

【
場
所
】
Ｊ
Ａ
西
八
代
本
店
駐
車
場

（
市
川
三
郷
町
役
場
隣
）

【
主
催
】
峡
南
あ
ぐ
り
フ
ェ
ス
タ
実

おしらせ INFORMATION

山
梨
県
最
低
賃
金

１
時
間
　
６
６
５
円

峡
南
あ
ぐ
り
フ
ェ
ス
タ

開
催
の
お
知
ら
せ

甲
府
矯
正
展
を
開
催

刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売

知
っ
て
い
ま
す
か
？

＊
＊
建
退
共
制
度
＊
＊
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●
身
延
高
校
陸
上
競
技
部

高
橋
大
地
（
大
島
）
〔
平
成
19
年

度
第
60
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
男
子
ハ
ン
マ
ー
投

げ
第
３
位
〕

山
田
辰
巳
（
波
木
井
）
〔
平
成
19

年
度
関
東
高
等
学
校
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
男
子
５
０
０
０
ｍ
競
歩

第
３
位
〕

●
中
富
中
学
校

佐
野
真
帆
（
八
日
市
場
）、
佐
野

み
ず
き
（
飯
富
）
〔
平
成
18
年
度

山
梨
県
中
学
校
１
・
２
年
生
大
会

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス
優

勝
〕

●
下
部
中
学
校

太
田
廉れ

ん

（
常
葉
）、
日
向
響ひ

び
き

（
車
田
）

〔
平
成
18
年
度
は
ま
な
す
杯
第
１

回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会

組
手
出
場
〕

●
身
延
中
学
校

保
坂
朋
香
（
梅
平
）
〔
平
成
19
年

度
第
38
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

女
子
個
人
57
㎏
級
出
場
〕

●
大
河
内
小
学
校

小
笠
原
彩
乃
（
角
打
）
〔
第
23
回

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
第
１
位
〕

●
甲
府
商
業
高
校

吉
野
真
未
（
帯
金
）
〔
平
成
19
年

度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
大
会
出
場
〕

第
１
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

【
日
時
】
11
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時

【
場
所
】
遅
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

《
体
育
功
労
者
表
彰
》

●
深
澤
武
人
（
三
澤
）

《
特

別

表

彰
》

●
身
延
高
校
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

長
岡
諒り

ょ
う

（
下
山
）、
遠
藤
彬あ

き
ら

（
下

山
）、
塩
津
大だ

い

（
下
山
）、
若
林
修

平
（
大
島
）、
三
浦
亮り

ょ
う

（
梅
平
）、

望
月
孝
典
（
波
木
井
）、
岩
松
慧け

い

（
常
葉
）
、
小
林
大
輔
（
常
葉
）
、

小
林
佑
輔
（
常
葉
）、
石
部
友
樹

ゆ

う

き

（
下
部
）
、
依
田
晴
日

は

る

ひ

（
西
嶋
）

〔
平
成
19
年
度
第
42
回
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
第
５
位
〕

●
身
延
高
校
弓
道
部

鈴
木
圭
（
帯
金
）
、
野
矢
小
楠

こ

な

ん

（
和
田
）〔
第
25
回
全
国
高
等
学
校

弓
道
選
抜
大
会
出
場
〕

●
柔
道
　
第
２
位
　
　
　

（
４
点
）

●
ク
レ
ー
射
撃
　
第
４
位

（
２
点
）

ス
キ
ー
ト
個
人
優
勝
　
望
月
公
彦
（
西
嶋
）

●
剣
道
　
１
回
戦
　
　
　

（
１
点
）

●
空
手
道
　
第
２
位
　
　

（
２
点
）

●
ボ
ウ
リ
ン
グ
　
第
１
位

（
６
点
）

女
子
個
人
第
３
位

成
澤
恭
子
（
飯
富
）

●
な
ぎ
な
た
演
技
　
第
１
位（
２
点
）

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
男
子
　
第
２
位
（
６
点
）

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
女
子
　
第
４
位
（
２
点
）

●
ゴ
ル
フ
　
第
４
位
　
　

（
２
点
）

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
男
子
　
第
３
位
（
２
点
）

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
女
子
　
第
４
位
（
１
点
）

●
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
　
敢
闘
賞
（
１
点
）

●
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
　
第
２
位
（
得
点
外
競
技
）

町
村
の
部
総
合
順
位
　
第
７
位
（
48
点
）

《
山
梨
県
体
育
功
労
者
表
彰
》

●
松
浦
　
隆
（
古
関
）

身
延
町
体
育
協
会

●
望
月
喜
彦
（
下
田
原
）

山
梨
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

●
望
月
　
覺さ

と
る

（
身
延
）

山
梨
県
柔
道
連
盟

《
優
秀
選
手
表
彰
》

●
高
橋
大
地
（
大
島
）

身
延
高
校
・
陸
上
競
技
部

《
優
秀
指
導
者
表
彰
》

●
小
林
浩
昭
（
梅
平
）

身
延
高
校
教
諭

８
月
26
日
か
ら
９
月
30
日
に
か
け

て
開
催
さ
れ
た
県
体
育
祭
り
に
は
、

本
町
か
ら
18
競
技
に
22
チ
ー
ム
・
２

４
４
人
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

各
競
技
に
お
い
て
熱
戦
が
展
開
さ

れ
、
町
村
の
部
で
総
合
第
７
位
の
成

績
を
残
し
ま
し
た
。
選
手
・
役
員
の

皆
様
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
ま

た
、９
月
15
日
の
総
合
開
会
式
で
は
、

山
梨
県
体
育
功
労
者
等
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
本
町
か
ら
も
長
年
体
育
の

振
興
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
方
や
、
優
秀
な
成
績
を
挙
げ
た

方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

●
陸
上
・
男
子
　
第
３
位
　（
２
点
）

60
歳
以
上
60
ｍ
・
同
１
５
０
０
ｍ
　

第
１
位

花
塚
健
次（
小
田
船
原
）

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
男
子
　
第
３
位
（
２
点
）

●
サ
ッ
カ
ー
　
２
回
戦
　
　（
１
点
）

●
野
球
　
第
３
位
　
　
　
　（
３
点
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
女
子
　
１
回
戦
（
１
点
）

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
男
子
　
１
回
戦
（
１
点
）

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
女
子
　
１
回
戦
（
１
点
）

●
弓
道
・
男
子
　
第
２
位
　（
４
点
）

個
人
第
３
位

伊
藤
正
巳（
角
打
）

●
弓
道
・
女
子
　
第
２
位
　（
２
点
）

おしらせ INFORMATION

○
第
60
回
山
梨
県
体
育
祭
り

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果

○
大
会
の
お
知
ら
せ

○
身
延
町
体
育
功
労
者
等
受
賞
者
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死　　亡
ご冥福をお祈りします。

氏　名　　 （年齢） 届出人　 （地　区）

INFORMATION 平成19年９月１日～30日までの受付（敬称略・順不同）

毎月１回（１日）発行
●編集・発行　〒409-3392

山梨県南巨摩郡身延町切石350番地
身延町役場　総務課　広聴広報担当
蕁0556-42-2111（代表） 蕭0556-42-2127
URL  http://www.minobu.lg.jp/

広 報 み の ぶ

金 500,000 円 秋山　智雄 （下　山）
金 100,000 円 赤池　貴敬 （岩　欠）
金 10,000 円 ㈱スギヤマ （飯　富）

金 100,000 円 赤池　貴敬 （岩　欠）
金 50,000 円 身延町商工会青年部（梅　平）

善　　意　ありがとうございます。

高　齢　者　叙　勲

婚　　姻　末永くお幸せに

出　　生　すくすくよい子に

夫　　　　　　 妻　　　　 （地　区）

あかちゃん 保護者 （地　区）

－－－－ 身延町へ －－－－

－社会福祉協議会へ －

峡南地域の有志を中心に結成されたみのぶ第九合唱団の第
３回公演会。身延町から全国へ向けて、地域文化の発信を
目的として活動しています。年末の風物詩として定着しは
じめ、合唱団には県内各地からも参加者が増えてきました。

工事・委託名
身延中央統合簡易水道和田平減圧槽用地測量業務委託

身延中央統合簡易水道和田平減圧槽地質調査業務委託

中富北部統合簡水　下大塩配水池兼ポンプ場機械電気設備工事

中富下水道工事19‐2工区（舗装復旧工事）

手打沢用水路改良工事

寺沢用排水路改良工事

宮木排水路改良工事

根子用水路改良工事

和 田

和 田

大 塩

下 田 原

手 打 沢

寺 沢

宮 木

根 子

㈱ リ ナ ン

㈱ 萩 原 ボ ー リ ン グ

シンク・エンジニアリング㈱

㈱ 丸 一 産 業

㈱ 深 沢 工 務 所

中 富 土 木 ㈲

㈱ 小 林 建 設 所

小 林 建 設 ㈱

1,365,000

1,218,000

39,900,000

2,677,500

2,184,000

1,092,000

2,992,500

1,113,000

場　所 請負業者 請負金額（円）

〈入札結果を公表します。〉 －入札日　9月26日－

日時／12月２日（日）14:30開場　15:00開演
会場／身延町総合文化会館
曲目／ベートーヴェン作曲「交響曲第九番（合唱付）」ほか２曲
入場料／大人2,500円　高校生2,000円　小中学生1,000円
（前売券取扱場所：総合文化会館・なかとみ和紙の里・同会事務局）
主催／みのぶ第九を歌う会　後援／山梨県・身延町・山梨日日新聞ほか
問い合わせ先／みのぶ第九を歌う会事務局　大倉　蕁0556-42-2837

第3回みのぶ第九合唱団公演会

本町の富里郵便局に35年間勤務し、その後鰍
沢町五開郵便局長を６年間務めた小林寛さん
（常葉）に、永年の功績が認められ８月１日付け
で瑞宝双光章が伝達されました。

※個人情報保護のため、個人が特定できる

情報は削除して掲載しました。



20広報みのぶ　　11月号　　No.38

山
梨
造
形
美
術
会
の
第
52
回
公
募
展
で
、
最
高

賞
の
知
事
賞
に
小
林
智
恵
さ
ん
の
工
芸
作
品
「
回

雪
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

雪
が
舞
い
枝
に
降
り
積
も
っ
た
様
子
を
紋
様
化

し
た
「
回
雪
」
は
、「
全
体
の
フ
ォ
ル
ム
が
よ
く
、

口
に
向
か
っ
て
の
膨
ら
み
が
気
品
を
感
じ
さ
せ
、

細
か
な
線
や
タ
ッ
チ
も
計
算
さ
れ
て
い
る
」
と
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
の
知
ら
せ
が
き
た
と
き
は
「
本
当
に
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。
知
事
賞
は
毎
年
す
ご
い
作
品
ば

か
り
な
の
で
私
で
い
い
の
か
と
思
っ
た
。
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
」と
感
想
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
に
よ
る
と
、
作
業
は
約
２
か
月
間
、

一
気
に
積
み
上
げ
て
乾
燥
、
削
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
計
ら
い
、
ま
ず
口
の
部
分
を
決
め
て
か
ら
ラ
イ

ン
や
模
様
を
刻
ん
で
仕
上
げ
、
十
分
に
乾
燥
さ
せ

て
、
素
焼
き
、
本
焼
き
と
い
う
行
程
を
経
て
作
品

が
完
成
。「
特
に
乾
燥
に
は
タ
オ
ル
を
巻
い
て
割

れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
乾
燥

さ
せ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

身
延
窯
の
竹
下
明
宏
先
生
の
作
品
に
魅
せ
ら

れ
、
師
事
し
て
か
ら
14
年
目
を
迎
え
る
小
林
さ
ん

は
東
京
都
出
身
。
独
身
の
時
に
竹
下
先
生
の
と
こ

ろ
を
訪
れ
、
そ
の
時
に
陶
芸
教
室
の
生
徒
だ
っ
た

ご
主
人
と
知
り
合
い
、
縁
あ
っ
て
結
婚
。
本
町
へ

嫁
い
で
21
年
目
を
迎
え
、
現
在
は
自
宅
の
横
に
あ

る
ア
ト
リ
エ
と
窯
で
創
作
活
動
に
励
ん
で
い
ま

す
。「
陶
器
は
土
も
の
な
の
で
割
れ
や
す
か
っ
た

り
取
り
扱
い
が
難
し
い
点
も
あ
る
け
ど
普
段
使
う

も
の
と
し
て
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
」
と

話
す
小
林
さ
ん
は
、
３
年
前
か
ら
お
弟
子
さ
ん
達

と
３
人
展
を
開
催
。「
こ
れ
か
ら
も
技
術
を
磨
き
、

個
性
あ
る
作
品
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。
た
だ

集
中
す
る
と
時
間
を
忘
れ
て
家
事
が
疎
か
に
な
る

こ
と
も
あ
り
、
家
族
が
大
変
で
す
け
ど
、
主
人
も

協
力
し
て
く
れ
ま
す
」
と
主
婦
で
あ
る
一
面
も
の

ぞ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ま
だ
毎
日
が
勉
強
な

の
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う

小
林
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

ま
ず
タ
イ
ト
ル
に
惹
か
れ
た
。
身

延
の
住
民
で
あ
り
な
が
ら
身
延
の
こ

と
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
私
。
そ
ん
な

私
で
も
「
み
の
ぶ
学
入
門
講
座
」
に

参
加
す
れ
ば
少
し
ず
つ
身
延
の
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
嬉

し
く
な
っ
た
。
そ
し
て
参
加
し
て
み

た
ら
感
動
の
連
続
だ
っ
た
。

湯
之
奥
金
山
博
物
館
で
案
内
を
し

て
く
れ
た
学
芸
員
の
女
性
、
門
西
家

で
古
民
家
の
説
明
を
し
て
く
れ
た
文

化
財
担
当
の
男
性
。
ま
だ
若
く
て
仕

事
ぶ
り
に
楽
し
さ
が
溢
れ
て
い
る
２

人
の
姿
に
私
も
考
え
た
。
生
涯
学
習

の
こ
と
を
。
自
分
が
楽
し
く
学
習
で

き
れ
ば
そ
れ
は
生
涯
続
く
の
で
は
な

い
か
と
。
生
涯
学
習
と
い
う
と
大
学

の
先
生
の
公
開
講
座
だ
っ
た
り
、
講

演
を
聴
き
に
行
っ
た
り
・
・
・
・
。

私
に
は
遠
い
存
在
だ
っ
た
。

例
え
ば
勿
体
な
い
話
で
あ
る
が
、

私
が
仏
様
か
ら
平
均
年
齢
を
生
か
さ

れ
る
と
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
20
年
弱

生
き
続
け
る
こ
と
に
な
る
。「
何
を
楽

し
み
に
・
・
・
・
」
と
考
え
た
時

「
み
の
ぶ
学
入
門
講
座
」
の
中
で
私
が

感
動
し
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
追
っ
て

行
け
ば
生
涯
を
通
じ
て
学
習
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
と
思
っ
た
。
大

発
見
で
あ
る
。
参
加
し
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
う
。
そ
し
て
２
人
の
職

員
を
は
じ
め
多
く
の
先
生
方
に
感
謝

で
あ
る
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

身
延
　
大
庭
　
治
子

こ
の
講
座
は
、
故
郷
身
延
の
自

然
・
歴
史
・
文
化
を
現
地
研
修
す
る

も
の
で
、
企
画
・
講
師
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会
）

小
林
智
恵
さ
ん
（
常
葉
）

小
林
智
恵
さ
ん
（
常
葉
） 

小
林
智
恵
さ
ん
（
常
葉
）

最
高
賞
の
知
事
賞
に
小
林
さ
ん
の
工
芸
「
回
雪
」
が
選
ば
れ
ま
し
た

最
高
賞
の
知
事
賞
に
小
林
さ
ん
の
工
芸
「
回
雪
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 
最
高
賞
の
知
事
賞
に
小
林
さ
ん
の
工
芸
「
回
雪
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

こ
の
夏
、
６
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
さ
れ
た
「
み
の
ぶ
学
入
門
講
座
」

の
参
加
者
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

作品タイトル「回雪」




